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第２回智頭町議会定例会会議録 

 

平成２９年６月８日開議 

１．議 事 日 程 

 第 １．会議録署名議員の指名 

 第 ２．会期の決定 

 第 ３．諸般の報告 

 第 ４．議案第４６号 専決処分について 

 第 ５．議案第４７号 専決処分について 

 第 ６．議案第４８号 専決処分について 

 第 ７．議案第４９号 専決処分について 

 第 ８．議案第５０号 専決処分について 

 第 ９．議案第５１号 専決処分について 

 第１０．議案第５２号 平成２９年度智頭町一般会計補正予算（第３号） 

 第１１．議案第５３号 平成２９年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算 

            （第１号） 

 第１２．議案第５４号 平成２９年度智頭町簡易水道事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

 第１３．議案第５５号 平成２９年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算 

            （第１号） 

 第１４．議案第５６号 平成２９年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算 

            （第１号） 

 第１５．議案第５７号 平成２９年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

 第１６．議案第５８号 平成２９年度智頭町水道事業会計補正予算（第１号） 

 第１７．議案第５９号 早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の一部改正 

            について 

 第１８．議案第６０号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等 

            に関する条例の一部改正について 

 第１９．議案第６１号 智頭町消防団条例の一部改正について 

 第２０．議案第６２号 智頭町固定資産評価員の選任ついて 
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 第２１．議案第６３号 智頭町固定資産評価審査委員会委員の選任ついて 

 第２２．議案第６４号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２３．議案第６５号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２４．議案第６６号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２５．議案第６７号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２６．議案第６８号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２７．議案第６９号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２８．議案第７０号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２９．議案第７１号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３０．議案第７２号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３１．議案第７３号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３２．議案第７４号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３３．議案第７５号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３４．議案第７６号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３５．議案第７７号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３６．議案第７８号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更について 

 第３７．議案第７９号 物品購入契約の締結について 

 第３８．議案第８０号 損害賠償請求事件に係る和解について 

 第３９．報告第 １号 平成２８年度智頭町一般会計繰越明許費繰越計算書につ 

            いて 

 第４０．報告第 ２号 平成２８年度智頭町病院事業会計予算繰越計算書につい 

            て 

 第４１．報告第 ３号 法人の経営状況について 

 第４２．報告第 ４号 法人の経営状況について 

 第４３．陳情について 

 

１．会議に付した事件 

 第 １．会議録署名議員の指名 

 第 ２．会期の決定 

 第 ３．諸般の報告 

 第 ４．議案第４６号 専決処分について 
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 第 ５．議案第４７号 専決処分について 

 第 ６．議案第４８号 専決処分について 

 第 ７．議案第４９号 専決処分について 

 第 ８．議案第５０号 専決処分について 

 第 ９．議案第５１号 専決処分について 

 第１０．議案第５２号 平成２９年度智頭町一般会計補正予算（第３号） 

 第１１．議案第５３号 平成２９年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算 

            （第１号） 

 第１２．議案第５４号 平成２９年度智頭町簡易水道事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

 第１３．議案第５５号 平成２９年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算 

            （第１号） 

 第１４．議案第５６号 平成２９年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算 

            （第１号） 

 第１５．議案第５７号 平成２９年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

 第１６．議案第５８号 平成２９年度智頭町水道事業会計補正予算（第１号） 

 第１７．議案第５９号 早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の一部改正 

            について 

 第１８．議案第６０号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等 

            に関する条例の一部改正について 

 第１９．議案第６１号 智頭町消防団条例の一部改正について 

 第２０．議案第６２号 智頭町固定資産評価員の選任ついて 

 第２１．議案第６３号 智頭町固定資産評価審査委員会委員の選任ついて 

 第２２．議案第６４号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２３．議案第６５号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２４．議案第６６号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２５．議案第６７号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２６．議案第６８号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２７．議案第６９号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第２８．議案第７０号 智頭町農業委員会委員の任命について 
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 第２９．議案第７１号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３０．議案第７２号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３１．議案第７３号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３２．議案第７４号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３３．議案第７５号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３４．議案第７６号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３５．議案第７７号 智頭町農業委員会委員の任命について 

 第３６．議案第７８号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更について 

 第３７．議案第７９号 物品購入契約の締結について 

 第３８．議案第８０号 損害賠償請求事件に係る和解について 

 第３９．報告第 １号 平成２８年度智頭町一般会計繰越明許費繰越計算書につ 

            いて 

 第４０．報告第 ２号 平成２８年度智頭町病院事業会計予算繰越計算書につい 

            て 

 第４１．報告第 ３号 法人の経営状況について 

 第４２．報告第 ４号 法人の経営状況について 

 第４３．陳情について 

 

１．会議に出席した議員（１２名） 

    １番 河 村 仁 志        ２番 高 橋 達 也 

    ３番 大 藤 克 紀        ４番 岩 本 富美男 

    ５番 中 野 ゆかり        ６番 平 尾 節 世 

    ７番 谷 口 雅 人        ８番 岸 本 眞一郎 

    ９番 徳 永 英太郎       １０番 石 谷 政 輝 

   １１番 大河原 昭 洋       １２番 酒 本 敏 興 

 

１．会議に欠席した議員（０名） 

 

１．会議に出席した説明員（１７名） 

   町 長   寺 谷 誠一郎 

   副 町 長   金 児 英 夫 
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   教 育 長   長 石 彰 祐 

   病 院 事 業 管 理 者   葉 狩 一 樹 

   総 務 課 長   矢 部   整 

   総 務 課 参 事   柴 田 睦 子 

   企 画 課 長   酒 本 和 昌 

   税 務 住 民 課 長   江 口 礼 子 

   教 育 課 長   國 岡 厚 志 

   地 域 整 備 課 長   矢 部 久美子 

   山 村 再 生 課 長   山 本   進 

   地 籍 調 査 課 長   岡 田 光 弘 

   福 祉 課 長   小 谷 いず美 

   会 計 課 長   國 政 昭 子 

   税務住民課参事兼水道課長   藤 森 啓 次 

   病 院 事 務 次 長   寺 谷 和 幸 

   農業委員会事務局 長   米 本 勝 彦 

 

１．会議に出席した事務局職員（３名） 

   事 務 局 長   寺 坂 英 之 

   書 記   大 藤 翔 太 

   書 記   岡 本 康 誠 

 

開 会 午前１０時３０分 

 

開 会 あ い さ つ 

 

○議長（酒本敏興）  ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達して

おりますので、平成２９年第２回智頭町議会定例会を開会します。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 
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○議長（酒本敏興）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、１番、河村仁志議員、

２番、高橋達也議員を指名します。 

 

日程第２．会期の決定 

 

○議長（酒本敏興）  日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から６月１５日までの８日間にしたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は、本日から６月１５日までの８日間に決定しました。 

 

日程第３．諸般の報告 

 

○議長（酒本敏興）  日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、地方自治法第２３５条の２第３項の規定に基づき、平成２９年

３月分から平成２９年５月分の例月出納検査報告書が提出されました。お手元に

写しを配付しておりますのでご了承ください。 

  次に、鳥取県町村監査委員協議会定期総会が去る４月１８日に開催され、「監

査機能の充実と監査体制の強化及び監査環境の充実についての決議」が採択され、

当議会に送付されております。 

  次に、鳥取県東部広域行政管理組合議会臨時議会が去る５月１５日に開会され、

２件の議案が上程され、議案どおり可決されました。なお、議案等につきまして

は、議会事務局に閲覧をしていただきますようお願いいたします。 

  次に、今期定例会の説明員につきましては、５月３０日付をもって、町長及び

教育長に出席の要求をしております。 

  次に、前定例会以降、議長等の動静につきましては、お手元に配付しておりま

すので後ほどごらんいただき、議会活動、また議員活動に資していただければと
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思っております。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

  日程第４．議案第４６号から日程第３８．議案第８０号まで  ３５案 

  日程第３９．報告第１号から日程第４２．報告第４号まで  ４報告 

  一括上程 

 

○議長（酒本敏興）  日程第４、議案第４６号 専決処分についてから、日程第

３８、議案第８０号 損害賠償請求事件に係る和解についてまでの３５議案、及

び日程第３９、報告第１号 平成２８年度智頭町一般会計繰越明許費繰越計算書

についてから、日程第４２、報告第４号 法人の経営についてまでの４報告を一

括して議題とします。 

  町長に提案理由の説明を求めます。 

  寺谷町長。 

○町長（寺谷誠一郎）  平成２９年第２回定例会を招集しましたところ、議員各

位には大変お忙しい中ご参集いただき、まことにありがとうございます。 

  本定例会に提案しました議案の審議をいただくに当たり、その概要を説明しま

す。 

  まず、議案第４６号から議案第５１号までは、専決処分についてであります。 

  議案第４６号 平成２８年度智頭町一般会計補正予算（第７号）につきまして

は、交付税及び前年度繰越金の決算に伴い、財政調整基金繰入金３,６００万円

を減額し、新たに財政調整基金に３,９００万円を積み立てることとし、まちづ

くり振興基金積立金を１６９万５,０００円、ふるさと基金積立金を４１万２,０

００円、それぞれ増額するものです。 

  議案第４７号 智頭町税条例等の一部改正につきましては、地方税法などの一

部改正に伴い、三輪以上の軽自動車取得者に対するグリーン化特例の適用期限を

平成３１年度課税分まで２年間延長するなど、条文の整備を行うものです。 

  議案第４８号 智頭町国民健康保険税条例の一部改正につきましては、基金残

高などの状況を勘案し、安定的な国民健康保険事業の運営を維持するため、税率

の見直しを行うとともに、国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、５割軽減及

び２割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の引き上げを行うものです。 
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  議案第４９号 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定につきましては、

本年２月４日の智頭宿雪まつりで発生した、町道側溝での負傷事故に対する損害

賠償について和解し、損害賠償の額を定めるものです。 

  議案第５０号 平成２９年度智頭町一般会計補正予算（第１号）につきまして

は、議案第４９号で定めた損害賠償の額として１５万４,０００円を、また、地

方創生加速化交付金の返還金７１５万円をそれぞれ措置するものです。 

  議案第５１号 平成２９年度智頭町一般会計補正予算（第２号）につきまして

は、障害者自立支援給付費国庫負担金の返還金など６５６万９,０００円を措置

するものです。 

  次に、議案第５２号から議案第５８号までは、補正予算についてであります。 

  議案第５２号 平成２８年度智頭町一般会計補正予算について、主なものを説

明します。 

  まず、各費目共通して４月の人事異動による人件費の調整を行っています。総

務費の一般管理費では、マイナンバー関連のシステム運用支援に要する経費を、

財産管理費では、庁舎受電設備変圧器の高濃度ＰＣＢ含有調査手数料を、公共施

設管理事業では、この冬の大雪で破損した旧山形小学校屋根及び旧土師小学校渡

り廊下屋根の修繕に要する経費をそれぞれ措置しています。 

  まちづくり推進費のまちづくり事務費では、東部４町合同で実施する結婚推進

事業の事業費組みかえを、行政情報システム推進費では、庁舎インターネット系

端末のウイルス対策システム構築委託料など、情報セキュリティ対策に要する経

費を、移住定住促進事業では、地域活性化センター助成金を活用し、移住関連な

ど本町をＰＲする独自イベントを東京、大阪で開催する経費を、地域情報化推進

事業では、国が進める情報通信技術利活用事業に申請し、医療・介護・健康デー

タを活用した「すこやか安心ネット」の導入経費を、また、告知端末の集中配信

機器の更新に要する経費をそれぞれ措置しています。 

  地域活性化推進費の日本１／０村おこし運動では、地域住民が遊休施設等を活

用して、地域の発展維持のための計画づくりに要する経費、空き校舎等の利活用

推進事業では、旧山郷小学校グラウンド未舗装部分の整備及び案内看板設置に要

する経費を、また、富沢地区振興協議会がキクラゲの選別加工施設を整備する経

費を、それぞれ支援するための補助金を措置しています。 

  民生費の社会福祉総務費では、人件費の調整に伴う国民健康保険事業特別会計
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への繰出金の減額を、障害福祉費では、障がい者グループホーム夜間世話人配置

補助金を、老人福祉費では、人件費の調整に伴う介護保険特別会計への繰り出し

金の減額を、隣保館運営費では、本折隣保館の外壁修繕に要する経費をそれぞれ

措置しています。 

  子育て支援推進費では、旧諏訪保育園に開設する放課後児童クラブ駐車場用地

の借地料と駐車場フェンスの修繕に要する経費を、保育園事務費では、対象児童

の増に伴う通園バス補助金の増額をそれぞれ措置していますとともに、町民２名

から頂戴した寄附金により、ちづ保育園に図書を購入することとしています。 

  児童館費では、大雪で破損した久志谷児童館屋根の修繕に要する経費を措置し

ています。 

  衛生費の環境衛生費では、火葬場改修のため休炉となることに伴い、その間は

因幡霊場の使用をお願いすることとなるため、発生する使用料差額を補償する経

費を、健康教育事業では、新たに県が創設した、集落等が健康寿命の延伸を目的

とした健康づくりの取り組みへの支援に要する経費を、それぞれ措置しています。 

  農林水産業費、農業振興費の鳥獣等被害防止事業では、獣肉解体処理施設の建

設に要する経費を、地域農業振興プラン支援事業では、青年就農給付金２人分を、

また、農業用機械導入を支援する経費を、農地中間管理事業では、農地集積に伴

う協力金をそれぞれ措置しています。 

  農業集落排水費では、人件費の調整に伴う農業集落排水事業特別会計への繰出

金の増額を措置しています。 

  林業振興費の森林セラピー事業では、雪害等に伴う施設修繕料の増額を、木の

宿場プロジェクト推進事業では、まきボイラー施設の耐火ブロック修繕に要する

経費を、緑の産業活力創生プロジェクト事業では、智頭町森林組合が購入する高

性能林業機械の経費助成を、林業事業体等支援事業では、原木シイタケ生産に必

要なビニールハウス等の施設整備の助成を、また、智頭町森林組合の経営戦略を

検討する経費の助成を、それぞれ措置しています。 

  造林事業費では、美しい森林づくり基盤整備交付金の国認証増を受けて、事業

推進のため事業費の増額措置をしています。 

  商工費の商工振興費では、町内企業が雇用拡大を図るための新規投資経費の助

成のほか、店舗改修支援及び新規創業・開業支援の件数増を見越した補助金の増

を、それぞれ措置しています。観光事業では、１市６町連携事業として、外国人
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観光客への積極的なＰＲのためのパンフレットを作成するための経費を、観光施

設管理事業では、臨時修繕に要する経費を、また、塩屋出店への新規出店に伴う

経費をそれぞれ措置しています。 

  土木費の道路新設改良費では、社会資本総合交付金補助金拡大に伴い工事請負

費の増額を、下水道事業費では、人件費の調整に伴い公共下水道事業特別会計繰

出金の増額を、それぞれ措置をしています。 

  住宅管理費では、大雪で破損した改良住宅屋根の修繕に要する経費を措置して

います。 

  教育費の事務局費では、智頭中学校の運動会における綱引き事故の和解に伴い、

弁護士への訴訟事務委託料と和解解決金を計上しています。また、免許を所持す

る職員が減り、マイクロバス運用に支障が生じているため、職員の中型免許取得

に係る経費を措置しています。 

  智頭小学校教育振興費では、通級指導教室運営に要する経費を措置しています。 

  社会教育総務費では、県指定文化財「豊乗寺大師堂」の屋根がこの冬の大雪で

破損したため、これの修繕を支援する経費を措置しています。 

  中央公民館費では、中央公民館事務所屋上の防水シート修繕に要する経費を措

置しています。 

  以上、今回の一般会計補正予算額は８,１６２万円であり、補正後の予算総額

は６０億６,０４９万３,０００円となります。 

  議案第５３号から議案第５８号までは、特別会計及び公営企業に関する補正予

算であり、主に４月の人事異動による人件費の調整を行っていますとともに、簡

易水道事業特別会計では、県道工事に伴う支障水道管移転費を計上しています。 

  次に、条例案件につきまして説明します。 

  議案第５９号 早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の一部を改正する

条例につきましては、鳥取県町村職員退職手当組合が鳥取県町村総合事務組合に

名称変更となり、組合の関係条例名が改正されたことに伴い、条文の整備を行う

ものです。 

  議案第６０号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関す

る条例の一部を改正する条例につきましては、議案第５９号と同様に、条文の整

備を行うものです。 

  議案第６１号 智頭町消防団条例の一部改正につきましては、鳥取県市町村消
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防災害補償組合が解散し、事務を鳥取県町村総合事務組合が継承し、組合の関係

条例が制定されたことに伴い、条文の整備を行うものです。 

  次に人事案件ですが、議案第６２号 智頭町固定資産評価員の選任につきまし

ては、平成２９年４月１日付の人事異動に伴い、後任の江口礼子氏を選任したい

ので、本議会の同意を求めるものです。 

  議案第６３号 智頭町固定資産評価審査委員会委員の選任につきましては、委

員の坂本芳子氏が平成２９年８月２９日で任期満了となり、引き続き同氏を選任

したいので、本議会の同意を求めるものです。 

  議案第６４号から議案第７７号までにつきましては、智頭町農業委員会委員の

任命につき同意を求めるものですので、一括して説明をさせていただきます。こ

れは、平成２９年７月１９日で智頭町農業委員会委員１６人の任期が満了となり、

植木克茂氏以下１４名を、法律の改正に伴う委員に任命したいので、本議会の同

意を求めるものです。なお、今回の改選から、農業委員会委員の定数１４人とな

り、選任方法も公選制から市町村長による任命制へと移行しております。 

  次に、議案第７８号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更につきましては、観

光協会充実事業他を、新たに追加するものです。 

  議案第７９号 物品購入契約の締結につきましては、消防ポンプ自動車の購入

について、本議会の議決を求めるものです。 

  議案第８０号 損害賠償請求事件に係る和解につきましては、平成２７年９月

５日の中学校運動会で発生した綱引き事故の訴訟について和解し、解決金の額を

定めるものです。 

  最後に、報告案件ですが、平成２８年度繰越明許費繰越計算書につきましては、

一般会計では地方創生推進事業ほか１２事業、智頭町病院事業会計では、蒸気ボ

イラー更新事業の繰越状況について報告するものです。また、智頭町土地開発公

社及び一般財団法人因幡街道ふるさと振興財団の、平成２８年度の経営状況につ

いて報告するものです。 

  以上、本議会に提案しました諸議案の概要を説明しました。詳細については主

管課長及び担当者をもって説明させますので、よろしく審議をいただきますよう

お願いいたします。 

○議長（酒本敏興）  提案理由の説明は終わりました。 

  これから、日程第４、議案第４６号 専決処分についてから、日程第３８、議
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案第８０号 損害賠償請求事件に係る和解についてまでの３５議案、及び日程第

３９ 、報告第１号 平成２８年度智頭町一般会計繰越明許費繰越計算書につい

てから日程第４２、報告第４号 法人の経営状況についてまでの４報告を、一括

して補足説明及び質疑を行います。 

  質疑は、会議規則第５５条の規定により一問一答で行います。なお、発言時間

については、会議規則第５６条の規定により議長において制限を設けることがあ

ります。ご承知ください。 

  また、報告案件については、質疑の終了をもって報告は終了となりますので、

ご了解ください。 

  日程第４、議案第４６号 専決処分についての補足説明を求めます。 

  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  議案第４６号 専決処分について。 

  次ページからの専決処分書、１ページをごらんいただきたいと思います。 

  平成２９年３月２７日付で専決処分をしております。平成２８年度智頭町一般

会計補正予算（第７号）、歳入歳出の総額に４,１１０万７,０００円を追加し、

それぞれ７０億４,１３９万８,０００円とするものであります。 

  ７ページをごらんいただきたいと思います。まちづくり振興基金積立金に１６

９万５,０００円を、財政調整基金積立金に３,９００万円を、ふるさと基金積立

金に４１万２,０００円をそれぞれ措置しております。 

  財源としましては６ページのとおり、地方交付税繰越金をもって措置するとと

もに、財政調整基金の繰入金を３,６００万円減額しております。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第５、議案第４７号 専決処分についての補足説明を求めます。 

  江口税務住民課長。 

○税務住民課長（江口礼子）  失礼します。それでは、議案１ページ及び２ペー

ジをごらんください。 
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  議案第４７号 専決処分について。 

  これは、智頭町税条例の一部を改正することについて、平成２９年３月３１日

付で専決処分を行ったものであります。 

  それでは、議案説明資料概要の１ページをごらんください。また、議案につき

ましては３ページからであります。 

  この改正は、地方税法施行令及び地方税法施行規則の一部が改正されたことに

伴い、所要の改正を行うものであります。まず、議案３ページの第３３条は、特

定配当等及び特定株式等譲渡所得金額に係る所得について、提出された申告書に

記載された事項その他の事情を勘案して、町長が課税方式を決定できることを明

確化したものです。 

  次に、４ページの第４８条から７ページの第５０条は、延滞金の計算の基礎と

なる期間に係る規定を整備したものです。 

  ８ページの第６１条は、震災等により滅失等した償却資産等に対する固定資産

税の、課税標準の特例について規定したものです。 

  ９ページの第６１条の２は、わがまち特例、家庭的保育事業、居宅訪問型保育

事業、事業所内保育等の減免割合を規定したもので、保育の受け皿整備の促進の

ため、企業指導型保育事業の要に供する固定資産税に特例措置を講じるものです。 

  第６３条の２は、居宅用超高層建物に係る税額の案分方法について現行の区分

所有に係る家屋と同様、区分所有者全員の協議による補正方法の申し出について

規定したものです。 

  第６３条の３と、１１ページの第７４条の２は、被災市街地復興推進地域に定

められた場合に、震災等発生を４年度分に限り特例を適用する規定です。 

  １３ページの附則第１０条の２第７項は、わがまち特例で電気事業法に掲げる

一般送配電事業者等が、災害対策基本法に定める緊急輸送道路の地下に埋設する

ために新設した地下ケーブル等を総務省令で定める設備に対して、課税する固定

資産税の課税標準額を課税されることとなった年度から４年度、３分の２とする

規定です。 

  １６ページの附則第１６条ですけども、グリーン化特例の適用期限が２年延長

されたことに合わせまして、平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日の間

に、初めて車両番号の指定を受けた一定の環境性能を有する三輪以上の軽自動車

について、その環境性能に応じて３０年度分に限り軽減、また同じく平成３０年
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４月１日から平成３１年３月３１日の間に、初めて車両番号の指定を受けた軽自

動車について、平成３１年度分に限り軽減を行うことなど、所要の規定を整備す

るものであります。 

  ２２ページ、第２条ですけれども、附則第１０条の２はわがまち特例で、農地

中間管理機構が取得した土地で総務省令が定めるもののうち、農地中間管理権の

存続が１０年以上のものに対して課する固定資産税の課税標準を、課税されるこ

ととなった年度から３年度分２分の１とする規定です。 

  同じく２２ページ、第３条は、規定の整備です。 

  その他につきましては、地方税法の改正に伴いまして所要の規定の整備を行う

ものです。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第６、議案第４８号 専決処分についての補足説明を求めます。 

  江口税務住民課長。 

○税務住民課長（江口礼子）  失礼します。それでは、議案２６ページ及び２７

ページをごらんください。 

  議案第４８号 専決処分について。 

  これは、智頭町国民健康保険税条例の一部を改正することについて、平成２９

年３月３１日付で専決処分を行ったものであります。 

  それでは、議案説明資料概要の２ページをごらんください。また、議案につき

ましては、２８ページからであります。 

  この改正は、国民健康保険法施行令の一部が改正されたことに伴い、所要の改

正を行ったものであり、また基金残高の減少などの影響を勘案しまして、安定的

な国民健康保険事業の運営を維持するため、国民健康保険税の税率改正を行った

ものであります。 

  まず、法施行令改正に伴うものにつきましては、低所得世帯の国民健康保険税

の軽減措置の対象を拡大するため、国民健康保険税の５割軽減及び２割軽減の対
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象となる世帯の、軽減判定所得の引き上げを行うものであります。 

  次に、国民健康保険税の税率改正につきましては、基礎課税額、後期高齢者支

援金等課税額、介護納付金課税額、それぞれに係ります所得割額、資産割額、被

保険者均等割額、世帯別平等割額をそれぞれ引き上げるものであります。 

  また、税率改正につきましては、国民健康保険税の７割軽減、５割軽減及び２

割軽減の対象となる世帯の被保険者均等割額、世帯別均等割額からそれぞれ減額

する額の改正を行うものであります。 

  なお、施行期日は平成２９年４月１日であります。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第７、議案第４９号 専決処分についての補足説明を求めます。 

  矢部地域整備課長。 

○地域整備課長（矢部久美子）  それでは議案書３４、３５ページをごらんいた

だきたいと思います。 

  議案第４９号 専決処分について。 

  これは、平成２９年４月１８日付で専決処分をいたしております。損害賠償に

係る和解及び損害賠償の額の決定について。これは、本年２月４日智頭宿雪まつ

り開催中に発生した法律上、町の義務に属する負傷事故による損害賠償について、

次のとおり和解し損害賠償の額を決定したことについて、地方自治法の規定によ

り議会の議決を求めるものでございます。 

  １．和解の相手方。鳥取県八頭郡智頭町大字大屋３４４番地３、熊谷善一郎さ

ん、負傷者は熊谷有紗さんで、その保護者となります。 

  ２．和解の要旨。町は損害賠償金１５万３,０３６円を支払うものとする。 

  ３．事故の概要。（１）事故発生年月日、平成２９年２月４日。（２）事故発

生場所、智頭町大字智頭地内。（３）事故の状況、熊谷有紗さんが友人２人と智

頭宿雪まつりに参加し散策していたところ、午後７時３０分ごろ、町道側溝に設

置されているグレーチングの１０センチのすき間に左下腿を落とし、７針縫う負
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傷を負ったものであります。なお、相手方の４月１１日の通院を最終に、治癒さ

れたとの診断がなされ、示談が成立しております。 

  以上で、議案第４９号の説明を終わります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  この損害賠償金の中には、これは治療費も含まれている

というような解釈でよろしいんでしょうか。この和解金の内容については、どの

ようなものでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  矢部地域整備課長。 

○地域整備課長（矢部久美子）  治療費と通院費、診断書料の一切を含んでおり

ます。 

○議長（酒本敏興）  よろしいですか。 

  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第８、議案第５０号 専決処分についての補足説明を求めます。 

  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  議案第５０号 専決処分についてでございます。 

  次のページをごらんいただきたいと思います。 

  平成２９年４月１８日付で専決処分をしております。平成２９年度智頭町一般

会計補正予算（第１号）。 

  歳入・歳出の予算の総額に、７３０万４,０００円を追加し、それぞれ５９億

７,２３０万４,０００円とするものでございます。 

  それでは、７ページをごらんいただきたいと思います。 

  先ほど、議案第４９号で説明のありました、町道側溝での負傷事故の損害賠償

金として１５万４,０００円を、また、実績により確定しました地方創生加速化

交付金について、概算払いとの差額を返還金として７１５万円措置しております。 

  財源としましては、６ページのとおり繰越金及び雑入をもって措置しておりま

す。 
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  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第９、議案第５１号 専決処分についての補足説明を求めます。 

  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  議案第５１号 専決処分についてであります。 

  ページをめくっていただきたいと思います。 

  平成２９年５月１８日付で専決処分をしております。平成２９年度智頭町一般

会計補正予算（第２号）。 

  歳入歳出の総額に６５６万９,０００円を追加し、それぞれ５９億７,８８７万

３,０００円としております。 

  ７ページをごらんいただきたいと思います。 

  これも、実績により確定しました障害者自立支援給付費等国庫負担金などにつ

いて、概算払い額との差額を返還金として合計６５６万９,０００円措置してお

ります。 

  財源としましては、６ページのとおり繰越金をもって措置しております。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第１０、議案第５２号 平成２９年度智頭町一般会計補正予算（第３号）

の補足説明を求めます。 

  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  そうしましたら、補正予算書１ページをごらんくださ

い。 

  議案第５２号 平成２９年度智頭町一般会計補正予算（第３号）でございます。 
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  歳入歳出の総額に８,１６２万円を増額し、それぞれ６０億６,０４９万３,０

００円とするものでございます。 

  まず、歳出についてですが、別に配付しております平成２９年度６月補正予算

概要、及びこの補正予算書により説明させていただきますのでよろしくお願いし

たいと思います。なお、概要の左側のページの数字は補正予算書のページ数でご

ざいます。先ほど町長の提案理由と重複して説明をすることもありますが、ご容

赦いただきたいと思います。 

  まず、概要１ページ、補正予算書では１２ページの議会費ですが、４月の人事

異動に伴います人件費の調整をしております。 

  同じく予算書１２ページからは総務費ですが、概要１ページ、予算書の１２ペ

ージから１３ページの一般管理費につきましては、これも人件費の調整のほか、

マイナンバー関連システム運用支援委託料、また地域おこし協力隊の公務災害等

補償費を、同じく１３ページの財産管理費では、庁舎受電設備の変圧器に高濃度

ＰＣＢ含有の可能性があるためこれを調査する手数料を、また水防倉庫消防設備

保守点検委託料、公共施設管理事業ではこの冬の大雪により破損した、旧土師小

学校渡り廊下屋根及び旧山形小学校屋根の修繕料、また旧山郷小学校のＡＥＤの

リース料を措置しております。 

  同じく１３ページの文書広報費では、行政上データベースｉＪＡＭＰの使用料

を措置しております。 

  次に、１３ページから１４ページ、まちづくり推進費のまちづくり事務費につ

きましては、これも人件費の調整のほか、東部４町が合同で実施する結婚推進事

業の事業費組みかえを、また鳥取県地域振興対策協議会負担金の増額を、行政情

報システム推進費では、庁舎インターネット端末ウイルス対策システム構築委託

料を、またＬＧＷＡＮ専用プリンタ購入など情報セキュリティ対策に要する経費

を、移住定住促進事業では臨時職員通勤手当の増額のほか、地域活性化助成金の

交付を受けまして、智頭町単独でのＰＲイベントを開催する経費を、地域情報化

推進事業では総務省の情報通信技術活用事業補助金によりまして、医療、介護、

健康データを活用した健康増進による疾病予防につなげるための「すこやか安心

ネット」を構築する委託料を、また光電話集中配信サーバの更新経費を、地方創

生推進事業では昨年度取得しました、育みの郷拠点施設の建物共済保険料をそれ

ぞれ措置しております。 
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  補正予算１４ページの交通安全対策事業では、新任の交通安全指導員被服の購

入経費を措置しております。 

  補正予算書は１５ページです。 

  地域活性化推進費の日本１／０村おこし運動では、臨時職員通勤手当の増額の

ほか、地域住民が遊休施設等を活用した地域の発展維持のための計画づくりを支

援する、みんなで取り組む中山間地域計画づくり支援事業費補助金を、空き校舎

等利活用推進事業では、旧山郷小学校のグラウンド整備と案内看板設置、それか

ら旧富沢小学校でのキクラゲ加工施設新築を支援する経費をそれぞれ措置してお

ります。 

  同じく１５ページの税務総務費は人件費の調整を行っております。 

  補正予算書１６ページ、戸籍住民基本台帳費も人件費の調整であります。また、

智頭町議会議員選挙費では、はがき単価の改定に伴いまして、入場券郵送料及び

選挙運動用はがき交付金の増額を措置しております。 

  また、１６ページから１７ページの統計調査総務費は、人件費の調整でありま

す。 

  １７ページの社会福祉総務費では人件費の調整のほか、国民健康保険事業特別

会計の人件費調整に伴う繰出金の減額のほか、１７ページから１８ページにかけ

ての国民年金費も人件費の調整であります。 

  補正予算書１８ページ、障害福祉費につきましては、障害者グループホーム夜

間世話人配置事業補助金を、また障害者歯科診療所運営支援事業補助金を措置し

ております。概要は２ページとなりますが、生活支援事業では後見人報償費を、

後見人等助成事業補助金に組みかえております。概要は２ページとなります。補

正予算書は１８ページの老人福祉費、老人介護保険特別会計繰出金につきまして

は、人件費の調整による減額措置を、同和対策費でも人件費の調整を行っており

ます。 

  補正予算書は１９ページです。社会福祉施設費の隣保館運営費では人件費の調

整を行うとともに、臨時職員通勤手当の増、また外壁の修繕に要する経費を措置

しております。なお、隣保館運営費及び隣保館デイサービス事業では、県補助金

の減額に伴いまして財源更正措置を行っております。 

  補正予算書同じく１９ページの子育て推進費です。子育て推進事務は人件費の

調整を、子育て支援センターでは人件費の調整のほか臨時職員通勤手当の増、放
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課後児童クラブでは新たに駐車場の借地料を、また駐車場フェンスの修繕に要す

る経費をそれぞれ措置しております。 

  補正予算書１９ページから２０ページの保育園費につきましては、保育園事務

費で人件費の調整を行うほか、対象者の増に伴いまして市瀬方面の通園バス補助

金の増額を、ちづ保育園事務費では人件費の調整のほか、建物共済保険料の増、

また町民からの寄附金によりまして図書を購入する経費をそれぞれ措置しており

ます。 

  補正予算書２０ページから２１ページの児童館費では、人件費の調整のほか、

この冬の大雪により破損しました久志谷児童館屋根雪持ちの修繕に要する経費を

措置しております。 

  同じく２１ページの生活保護総務費では、人件費の調整のほか、レセプト点検

について委託料から負担金に組みかえを行っております。また、生活困窮者自立

相談支援事業で国庫補助金の減額に伴う財源更正措置を行っております。 

  補正予算書２２ページの保健衛生総務費では人件費の調整のほか、休日救急歯

科診療所負担金の障がい者診療分について、障害者福祉費に組みかえたことに伴

いまして減額措置をしております。 

  同じく２２ページの環境衛生費の火葬場管理事業では、火葬炉の修繕のための

休炉に伴います因幡霊場との使用料差額補償を措置しております。 

  同じく２２ページの健康増進事業費では、新たに県が創設しました集落等で行

う運動による健康づくりの取り組みを支援する、健康づくり鳥取モデル事業補助

金を健康教育事業に計上しております。保健師設置費につきましては人件費の調

整でございます。 

  補正予算書２３ページの農業委員会も人件費の調整です。農業総務費につきま

しては人件費の調整のほか、職員被服の整備に係る消耗品費及び備品購入費を措

置しております。 

  ここから概要は３ページとなります。補正予算書は２４ページの農業振興費で

す。 

  鳥獣等被害防止事業では、獣肉解体処理施設建設に要する経費を支援する中山

間地域コミュニティ支援事業補助金を、地域農業振興プラン支援事業では青年就

農給付金２人分を、就農条件整備事業補助金１人分、中山間地域を支える水田農

業支援事業補助金１人分を、農地中間管理事業では５人分の機構集積協力金をそ



－２２－ 

れぞれ措置しております。 

  また、地籍調査費では人件費の調整を、農業集落排水費では農業集落排水事業

特別会計の人件費調整に伴います繰出金の増額を行っております。 

  ２５ページの林業総務費は人件費の調整であります。 

  ２５ページから２６ページにかけての林業振興費では、林業総務費で人件費の

調整を、森林セラピー事業では施設修繕料の増額を、木の宿場プロジェクト推進

事業では、まきボイラー施設耐火ブロックの修繕に要する経費を、緑の産業活力

創生プロジェクト事業では、智頭町森林組合が購入します高性能林業機械の経費

助成を、智頭町まるごと民泊事業では自動車リース料の増額を、林業事業体等支

援事業では臨時職員通勤手当の増額を、また地域おこし協力隊事業費の組みかえ

を行うとともに、原木シイタケ生産に必要な施設整備助成と、智頭町森林組合の

経営戦略を検討する事業への助成をそれぞれ措置しております。 

  補正予算書は２６ページでございます。造林事業の町有林造林事業では人件費

の調整であります。美しい森林づくり基盤整備事業では、国庫補助金の割り当て

内示増に伴いまして事業費の増額措置をしております。 

  同じく２６ページの商工振興費では、町内企業が雇用拡大を図るための新規設

備投資経費の助成のほか、店舗改修補助金及び新規創業開発支援事業補助金の増

額を、また県補助金の減額に伴います財源更正をそれぞれ措置しております。 

  補正予算書は２７ページの観光費ですが、観光事業でインバウンド用パンフレ

ットを作成する経費を、観光施設管理事業では施設修繕料の増額を、また塩屋出

店への新規出店に伴いまして、冷凍冷蔵庫のリース料をそれぞれ措置しておりま

す。 

  同じく２７ページの土木総務費は、人件費の調整を行っております。２８ペー

ジの道路新設改良費では、補助額の拡大によりまして社会資本整備総合交付金事

業の、三田中田線道路照明新設など事業費の増額措置を、都市計画総務費では愛

宕公園水道ポンプの支障となります流木の伐採に要する経費を、下水道事業費に

つきましては、人件費の調整に伴う下水道事業特別会計繰出金の増額をそれぞれ

措置しております。 

  概要は４ページとなります。補正予算書は２８ページです。 

  住宅管理費、町営住宅管理事業ではこの冬の大雪で被害のあった沖代改良住宅

屋根の修繕経費を計上しております。これに伴いまして、公共施設整備基金積立
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金の減額措置をしております。 

  消防施設費では、更新する消防自動車の登録に伴います諸費用を、防災費では

防災行政無線を運用するための三級陸上無線技士講習受講料をそれぞれ措置して

おります。 

  補正予算書２９ページの事務局費につきましては、人件費の調整のほか、中学

校運動会綱引き事故訴訟の和解に伴う弁護士委託料及び解決金を、マイクロバス

管理事業では中型免許の講習料をそれぞれ計上しております。 

  補正予算書３０ページの小学校費の教育振興費では、学力向上推進プロジェク

ト事業で英会話教室の参加児童数が増加しておりますので、これに伴いまして損

害保険料の増額を、智頭小学校教育振興事業では小学校費の増額をしております。

通級指導教室のための消耗品費及び備品を購入する経費を、また中学校管理事業

では印刷機のリース費をそれぞれ措置しております。 

  補正予算書３０ページから３１ページでございますが、社会教育総務費では人

件費の調整のほか、文化財保護事業で県指定文化財豊乗寺大師堂屋根修繕を支援

する経費を、遺跡発掘事業では臨時職員通勤手当の増額をそれぞれ措置しており

ます。 

  同じく３１ページの中央公民館費では、人件費の調整のほか、中央公民館事務

室屋上の防水修繕に要する経費を計上しております。 

  図書館費につきましては人件費の調整であります。 

  補正予算書３２ページの学校給食費も人件費の調整であります。体育施設費に

つきましては、町民運動場の受電設備に高濃度ＰＣＢ含有の可能性があるため、

これを調査するための経費を、また温水プールＡＥＤのリース費をそれぞれ計上

しております。 

  歳入につきましては、２ページのとおりでございまして、それぞれ国庫支出金、

県支出金、繰入金、繰越金、諸収入及び町債をもって措置しております。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  この議案に対する質疑は歳入と歳出の款ごと、議会費から総務費、民生費から

農林水産業費、商工費から教育費及び債務負担行為補正から地方債補正の４区分

に分けて行います。 
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  まず、歳出の議会費から総務費の質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  １３ページ、財産管理費、旧山形小学校の屋根の修繕と

いうことですが、木工教室の屋根も傷んでおります。この木工教室の屋根の修繕

もこの予算内に入っているのでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  査定の中では、大屋根ということでの要求でございま

したので、そちらの経費と理解しております。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  木工室の屋根も大分壊れてますので、まずは見ていただ

きたいと思います。 

○議長（酒本敏興）  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  担当の課のほうに問い合わせてみます。 

○議長（酒本敏興）  そのほかありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  １３ページの移住定住促進事業で、ここの町長の提案理

由書の中の、地域活性化センター助成金というのがありますが、これの性質的な

ものを教えていただけませんか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  お答えします。地域活性化センターの助成金というこ

とで、全国の自治体が独自に移住定住のＰＲを行う際に係る経費を助成する経費

になっております。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  町がこういう活性化センターというものを設けていて、

そこに国からかどこからかこの補助が出てくるというものですか。そこの活性化

センターという、どういうところにあるものですか、これは。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  国の外郭団体でして、地域活性化センターというもの

がございます。そこからの資金を全国の自治体が活用して、さまざまな事業を行
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っているということです。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  引き続きの質問ありますか。よろしいですか。 

  そのほかありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  同じく国が進めるこの情報通信技術利活用事業の中の、

すこやか安心ネット、これも町長の説明資料で、医療介護の健康データを活用し

たという仕組みになっているんですが、例えば町がどのようにこれが利活用でき

るような仕組みになっているんでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  国が勧めます地域ＩｏＴ実装推進ロードマップという

ものがございます。これは国がＩｏＴを活用した活性化を推進するというものな

んですけども、その中で医療・介護・健康データ利活用モデルというものがござ

います。その１つとして、ポケットカルテというものがございまして、その１枚

のカード、というよりも、例えば家にいながらにして医療情報とか薬の情報とか

を一元管理できるようなシステムがあるということです。 

  そういったものを智頭町内で試験的に活用するような、世帯数を選んで実装実

験に向かっての試験的な、パイロット的なものを行うということを考えておりま

す。ですので、医療情報、例えば智頭病院との連携がこれから必要にはなってく

るとは思うんですけども、そういった情報ですとか、今実際に動いているのが薬

とかの関係で、どんな薬を飲んでいるかというようなことが家庭にいて、テレビ

の中でそういったものが可視化できるというような事業となっております。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  これは町民全部ということじゃなくて、何人か選んでそ

の人がカードを持ってて、そのカードでいろんなデータを収集して、また個人自

体がそのデータを自分で閲覧できるというか、そういう仕組みということなんで

しょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  そのとおりでございまして、最初から全ての世帯にで

きるというわけではございませんので、まず先ほど申しましたように試験的に何
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世帯か選びまして実験的に行っていくと。カードですね、そういった薬情報とか

が一元化できるという、一元化できて可視化できるということで理解していただ

ければと思います。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  よろしいですか。 

  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  すこやか安心ネットの件ですけれども、これは試験的に

ということですが、このすこやかネットが対応できる医療機関というのはどこな

んでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  まだ医療機関としてはございません。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  智頭病院ということではないんですか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  智頭病院を想定しておりますけども、まだ病院との連

携ができておりませんので、まずはインフラ整備を行うというところが今回の事

業でございます。それを進めながら、智頭病院との連携を進めていくということ

になっています。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  智頭病院及び診療所及び町内には民間の開業医もありま

すし、調剤薬局もあります。ですから、町内のそのような医療関係機関ですね、

こちらも視野に入れて検討していただかないと、うまく連携ができにくいと思い

ます。その点いかがでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  ご指摘のとおりだというふうに思っております。将来

的には市立病院等、県立中央病院とを含めたところの拡大をできればというふう

には思っておりますけども、まずは町内の医療機関、主に智頭病院との連携とい

うことで進めていきたいというふうに考えています。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  県立中央病院及び市立という言葉も出ましたが、今現在

で鳥取県東部の医療機関でこの安心ネットを進めているところはあるんでしょう
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か。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  ございません。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  今はないとしても、方向性というのはどのようになって

いるのかを教えてください。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  これはあくまで、国が進める地域ＩｏＴ実装ロードマ

ップに従ってやっておりますので、国のほうとしても地方創生のＫＰＩとして挙

げております。ですので、今後全国に拡大するという可能性は非常にありますの

で、まずは中山間地域におけるパイロット的なものとして、智頭町が向かうとい

うことでご理解いただければと思います。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  既に市単位でも進めている市があります。大きな市なん

ですけれども、やはり智頭町がするんであれば、鳥取県東部と連携しながら進め

ていくという方向でなければ、進まないと思うんですよね。まずは、試験的にと

いうことでありますが、智頭町が率先してほかの町村及び県も誘導していくくら

いの勢いではないと、これはちょっと町単独だけの実験では有効的ではないと思

います。そこのところいかがでしょう。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  智頭町から発信して、こういった中山間地域の活用と

して全国に広がっていくような気持ちで向かっていきたいと思います。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

  思いはいいんですけれども、質疑の時間ですので質疑をしていただきたいと思

います。 

○５番（中野ゆかり）  導入するに当たっては、今後の機械の保守点検というこ

とも経費が出てくると思います。なので、進めるに当たりましては今後の年間か

かっていく保守点検の件も考えながら進めていただきたいと思いますが、どうで

しょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  その意気込みでいきたいと思います。 
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○議長（酒本敏興）  そのほかありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  １５ページの１／０の村おこし運動の、みんなで取り組

む中山間地域計画づくり、これは内容はどのような計画づくりというものなんで

しょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  今、皆さんご存じのように、地区ゼロイチということ

で活動されている状況ではあるんですけども、１０年間終わって自主的な運営を

していかないといけないということが出てきております。そういった中で、１０

年間終わった後も自主経営ができるような計画書というものをつくらないと、方

向性といいますか、そういった指針がないと、なかなか活動できないのかなとい

うふうに考えております。 

  そういった中で、各地区振がこういう計画を立てたいということであれば、こ

ういった事業を活用して、県の補助金もありますので、こういった事業を活用し

て長期的なビジョン、計画をつくって実行していくというような事業になってお

ります。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  この地区という人の想定は、小学校単位、地区振興協議

会ということでしょうか。その集落単位ではないという解釈でよろしいんでしょ

うか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  予算化をするに当たっては、地区振興協議会を対象と

して考えております。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  １つの振興協議会単位で、１カ所でどのくらいの金額は

出るものでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  １地区１５０万、２地区で３００万です。 

○議長（酒本敏興）  ほかにありませんか。 

  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  １５ページの地域活性化推進費、空き校舎利活用等実践
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補助金ですが、キクラゲの選別加工施設を整備するための経費ということで約１,

２００万ということですが、どこにどのような規模の施設をつくろうとされてい

るのかお聞かせください。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  今現在ありますキクラゲの栽培している隣の空き地に

建設するということになっております。今現在選別作業をしておりますのが、古

い校舎を使っておりまして、雨漏り等があるということで地区からの要望もあり、

今回予算化しております。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  智頭町空き校舎等活用実践事業補助金というものの交付

要綱を見ますと、この補助率というのは定額ということになっておりまして、限

度額の上限も交付率も定められてはいないわけです。ですから、提示された金額

を言えば１００％交付することも可能なんですが、このたびは補助率というのは

何％になっているでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  １００％になってます。従前から空き校舎を活用し、

地区の発展のためには知恵を出していただくということで、知恵を出していただ

いて、町のほうは経済的な支援をするという方向でずっときておりましたので、

その方向性を引き続き実行していきたいというふうに考えております。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  その考え方というのは賛同できますが、キクラゲの栽培

及び販売もされているわけでして、利益が得られる事業体であります。それで、

自己努力、自己資金というのもやはり必要なのではないかなと思うのですが、１

００％補助金を出すということの考え方を再度もう一度、この事業に対しての考

え方を教えてください。 

○議長（酒本敏興）  ちょっと待ってください。質問だけに答えてください。中

身についての質問も入ってますので、端的に答えをお願いいたします。 

  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  今までの補助体制を踏襲していきたいというふうに考

えております。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 
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○５番（中野ゆかり）  昨年、智頭町まちづくり支援事業で約１,３００万の補

助を行い、このキクラゲの栽培事業が開始されました。その後の運営状況という

のを全然、関係議員は知ってるかもしれませんけど、関係してない議員は知らな

いわけです。それで、どのような運営状況なのか、また組織体制はどのようにな

っているのか、建設場所というものの図面とか経営計画はどうなっているのかと

いうようなことを、今定例会中に資料としていただくわけにはいかないでしょう

か。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  富沢地区振に確認をして、お答えしたいと思います。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  去年もことしも１,０００万クラスの補助金を出してい

るわけですから、そこら辺の経営計画はどうなってるのかというようなことを、

知る義務は議員にはあるかと思います。そこのところを考慮していただき、ぜひ

ともその資料は提出していただきたいと思います。 

○議長（酒本敏興）  よろしいですか。質問ですか。 

○５番（中野ゆかり）  提出していただきたいと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  そういうことであれば、富沢に限らず各地区振興協議

会の運営状況、運営体制というものも必要になってくると思いますので、そうい

ったことも確認をしていきたいというようには思います。 

○議長（酒本敏興）  よろしいですか。 

  そのほかありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  同じく、そのキクラゲの施設についてですが、これまで

は古い校舎でやってたが、雨漏りをするのでという今お話があったんですが、も

う既にこれは乾燥施設というのは持ってるという認識でよろしいですね。まず、

そこはどうでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  有しております。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  今回の事業費というのは、新たに外にこの乾燥施設、選
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別施設を建てる建物の費用だという、そういうとらえ方でよろしいでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  はい、そのようにとらえていただいていいと思います。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  本来ならこの空き校舎利活用という建前なんで、それを

別途に外に新しいものを建てるということと、そこら辺の少し整合性が理解つか

ないんで、あくまでも古い建物利活用するのに補助金を出すということであれば

ちょっとわかるような気はするんですけど、今回そこの新規にするということの

空き校舎利活用ということとの関連性というのはどのように。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  空き校舎等というふうになっておりますので、土地も

含めたところで幅広いところでこちらのほうは判断しております。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  これは富沢に限らず、ほかの振興協議会等でもここの空

き校舎等を活用すれば、外に新しい施設もできる、ほぼ１００％町費でやってい

ただけるというような、今の説明ではとらえ方をするんですが、それで間違いな

いでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  できる限り、予算的なこともありますので、できる限

り１００％に近い状態で応援したいというふうに考えております。 

○議長（酒本敏興）  質疑の時間でありますけれども、少し質疑の仕方について、

私のほうから見解を述べさせていただきます。 

  質疑は質問していただくということは当然であります。ただ、自己の意見を述

べるということにつきましては制限があります。討論の段階で述べるような質疑

ということはできませんので、ここは質問は質問と。おかしくても、その質問を

正すということに徹底をしていただきたいと、こういうように思います。 

  中身につきましては、思いはよくわかりますので、そこをとめるわけにはいき

ませんので、全般的にやはり議員として質疑は質疑、一般質問はそうじゃないん

ですけれども、ひとつそういうようなところをわきまえてのご発言をお願いした

いと思います。 

  それでは、そのほかにありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  次に、民生費から農林水産業費の質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

  ７番、谷口雅人議員。 

○７番（谷口雅人）  １９ページ、子育て推進費の１４番、この件についての契

約内容をお願いします。 

○議長（酒本敏興）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  契約内容というものをどの部分なのか、ちょっと教え

ていただきたいのですが。 

○議長（酒本敏興）  ７番、谷口雅人議員。 

○７番（谷口雅人）  契約というか、契約に基づいてこれが支出されることだと

認識しますので、基準になっておりますのはどういう内容かということです。 

○議長（酒本敏興）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  借地料につきましては、まだ契約はしておりません。

予定をしていますのは、旧諏訪保育園の裏の民地であります。以前諏訪保育園で

借地をしておりました、駐車場部分として使っておりました約半分を予定をして

いるものでございます。 

○議長（酒本敏興）  ７番、谷口雅人議員。 

○７番（谷口雅人）  これは、そうしますと継続的に借りるということが前提で

すね。 

○議長（酒本敏興）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  今現在、旧諏訪保育園を放課後児童クラブとして改修

をする予定にしております。放課後児童クラブで使用する期間は継続的に借地を

するものでございます。 

○議長（酒本敏興）  ７番、谷口雅人議員。 

○７番（谷口雅人）  用地は既に１,０００万強、町は支出しているはずだとい

うふうに認識しております。購入ということを前提にされる考えはありませんか。 

○議長（酒本敏興）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  いろいろ購入とかも検討しましたが、旧諏訪保育園の

園庭を改修して駐車場とすることも検討しましたが、かなり費用がかかりますの
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で当面の間借地として予定をしております。 

○議長（酒本敏興）  ７番、谷口雅人議員。 

○７番（谷口雅人）  現況はそこが間違いなく駐車場として利用されたら、それ

に代替する用地というのは近隣にはないと認識しております。そういったことも

含めて将来的なことを考えますと、ここの部分というのはしっかりと検証されて、

該当所有者に対する交渉というのをしっかりとされて、将来的な負担の抑制とい

うことは図るべきであると考えますが、そのあたりのことも含めて。 

○議長（酒本敏興）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  今後検討課題とさせていただきます。 

○議長（酒本敏興）  そのほかありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  林業事業体等支援事業の中で、ここの概要説明では「鳥

取茸王」補助金、多分これがシイタケの栽培施設だと思うんですが、現在智頭町

では宇波でこういう高級なシイタケを栽培している方がいらっしゃるんですが、

今回のこの補助事業というのは、そういう方にもっと生産をしていただこうとい

う、この補助金なのか、そこら辺はどうなんでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  今回のこの事業につきましては、芦津集落が一丸

となって原木シイタケの生産に取り組もうということで、県の事業を活用しなが

らビニールハウスと、それから散水施設の設置に対して支援を行うものでござい

ます。高齢者福祉の視点も取り入れながら、芦津集落の活性化の一路にしようと

いうものでございます。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  今回当初予算のほうで地域協力隊の方を１名雇用して、

このシイタケの栽培にというような説明を受けてましたが、この方はこういうシ

イタケ栽培の技術とかノウハウというのは持ってる方なんでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  これまで、シイタケ栽培の経験はございません。

ただ、今現在日本きのこセンターと連携しながら、きのこセンターの先生に教え

ていただいたり、それから県の講座を受講したり、芦津のメンバーと一緒になっ
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て技術の習得、研さんに取り組んでいるといった状況でございます。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  最初からゼロの方にこういう施設というよりも、ある程

度そういう技術取得のためにまず支援する、地元にそういう実際に高級なシイタ

ケを栽培している方がいるので、そういう方のところに行って、ある程度習って

から地元に、当然芦津集落の方に教えていくという役割も持ってるでしょうから。

そこら辺が何か仕組みとして、いきなりぼんと施設を与えられて成果が上がるの

かなという、若干疑問がありますので。 

○議長（酒本敏興）  質問は何ですか。質問をしてください。 

○８番（岸本眞一郎）  そういう疑問がありますので、もっと手順を踏んで、技

術取得、そういうものの補助というのがいいのではないか、そこら辺どうでしょ

うか。 

○議長（酒本敏興）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  先ほど少し申し上げましたように、日本きのこセ

ンターの全面的なバックアップをいただいております。それから加えて、先ほど

議員のおっしゃられた宇波の生産者の方にも、ぜひ先生として指導いただくよう

な体制を今後取っていきたいというように思ってますが、いずれにしても日本き

のこセンターの指導員と綿密に連絡をとり合いながら、今現在技術の習得に努め

ているといったような状況でございます。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  暫時休憩します。 

休 憩 午前１１時５０分 

再 開 午前１１時５１分 

○議長（酒本敏興）  今、休憩の中で議運の運営上の問題で指摘を受けました。

従来から慣行で大体３回ぐらいで質疑をしようという慣例できておったというこ

とであります。 

  私のほうもできれば質問していただきたいというぐあいに思いますけれども、

何か意見を述べるというような時間も相当あるようでございますので、端的に質

問をしていただいて、執行部のほうから回答を求めると。そこで、いろんなこと

が出てくるのは、また委員会とかあるいはそのほかのほうで質疑応答という格好
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でも結構だと思いますけれども、ひとつそういうような慣例を踏襲したいと、こ

ういうように思いますのでご協力をお願いいたします。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  ここも用地というものは、どういうところに建設される

予定でしょうか。 

○議長（酒本敏興）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  今回ハウスを２棟建設しますが、個人の所有の土

地でございます。 

○議長（酒本敏興）  そのほかありませんか。 

  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  ２２ページの健康増進事業、健康づくり鳥取モデル事業

なんですが、これは具体的にどのようなことを考えているのかお聞かせください。 

○議長（酒本敏興）  小谷福祉課長。 

○福祉課長（小谷いず美）  これは県の健康づくり鳥取県モデル事業という事業

がありまして、その事業です。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  具体的に、例えばいきいき１００歳体操を今やっていま

すが、また別に体操に関して何かするんだとか、具体的なものをお聞かせ願えた

らと思ったんですが。 

○議長（酒本敏興）  小谷福祉課長。 

○福祉課長（小谷いず美）  済みません。これは住民団体に対して新たな健康づ

くりの取り組み、体操等の新たな取り組みをされるところに対しての事業となっ

ております。 

  体操の種類につきましては、どんなものでも新たな取り組みであればいいとい

うふうなことになっております。県のほうでは事業の最初と最後に、県が行う事

業の体力測定で評価を行うというふうなこととか、週に１回以上の取り組みをし

てほしい等の要望もありまして、まだ県のほうでは要綱を作成中というふうなこ

とですが、そういうふうな事業となっております。 

○議長（酒本敏興）  よろしいですか。 

  ほかにありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 
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○８番（岸本眞一郎）  商工振興費の中の企業立地促進事業補助金が増になって

いるんですが。 

○議長（酒本敏興）  商工はまだです。 

  ほかにありませんか。 

  ９番、徳永英太郎議員。 

○９番（徳永英太郎）  時間がないのでやめようかと思ったんですけども、獣肉

解体処理施設が建設とありまして、新たに建設するのか、既存施設を利用するの

か、そこらあたりと、どこにというふうなことがわかりましたら。 

○議長（酒本敏興）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  この解体処理施設につきまして、地元説明を今月

の中旬以降にするという段取りにしてございます。それまではどこに設置するか

といったようなことは、答弁は控えさせていただきたいと思います。個人での経

営でして、新たに建てるということでございます。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  よろしいですか。 

  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  次に、商工費から教育費の質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  この商工振興費の中の企業立地促進補助金ですね、これ

が増の予定になっているんですが、これは新たに企業が進出してくるというよう

な状況なのか、それを見越したということはある程度当てがあってやるのか、そ

こら辺の状況どうでしょう。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  今回の企業立地の補助金は、富沢を対象にしておりま

す。固定資産投資をされるというふうになっておりますし、雇用も半年以上経過

しているということからの予算となっております。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  具体的などういう事業をやるのか、富沢で、そこらにち
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ょっと聞きにくかったので再度済みません。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  設備投資です。 

○議長（酒本敏興）  そのほかありませんか。 

  ９番、徳永英太郎議員。 

○９番（徳永英太郎）  町長の提案理由の説明の中で、小学校教育振興費になる

んですけども、通級指導教室という言葉が出てきました。これのわかりやすい説

明をお願いします。 

○議長（酒本敏興）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  通級指導教室ですが、特別支援教室に通うほどではあ

りませんが、特別な支援を要する児童に対して行うものでございます。 

○議長（酒本敏興）  ９番、徳永英太郎議員。 

○９番（徳永英太郎）  特別支援を要するほどではないけども、支援を要する子

どもが現実にいるというふうな理解でよろしいですか。 

○議長（酒本敏興）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  特別支援教室に入級するものではありませんが、時間

的に例えば国語であるとか、算数であるとか、そういった時間を限って指導する

ものでございます。対象者は１３名ございます。 

○議長（酒本敏興）  よろしいですか。 

  ほかにありませんか。 

  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  ３１ページの中央公民館費、修繕料ですが現場を見させ

ていただきました。かなり防水シートが劣化しているという現場を見ております。

雨漏りをしているというのもわかります。しかしながら、中央公民館は築約５０

年たっていますし、防水シートをするというのではなく、もうちょっと安い値段

で屋根をふくとか、工事の手法というのは検討はされたでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  いろいろ検討はしましたが、今現在一番経費がかから

ないのが、現在予算計上しているものでございます。 

○議長（酒本敏興）  よろしいですか。 

  ほかにありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  次に、債務負担行為補正から地方債補正の質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳入を一括して質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  最後に、再度一般会計全般にわたっての質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第１１、議案第５３号 平成２９年度智頭町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第１号）の補足説明を求めます。 

  小谷福祉課長。 

○福祉課長（小谷いず美）  議案第５３号 平成２９年度智頭町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第１号）。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５６６万円を減額し、歳入歳出の予

算の総額をそれぞれ１０億８,３２７万７,０００円とするものです。 

  歳出につきましては、４２ページをごらんください。 

  ４月の人事異動に伴う人件費の調整を行っております。 

  歳入につきましては、４１ページをごらんください。 

  一般会計の繰入金、繰越金で調整しております。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  少し休憩します。 

休 憩 午後 ０時０１分 

再 開 午後 ０時０２分 

○議長（酒本敏興）  再開します。 
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  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  それでは、暫時休憩をいたします。再開は１３時、午後１時ということにさせ

ていただきます。お願いします。 

休 憩 午後 ０時０３分 

再 開 午後 １時００分 

○議長（酒本敏興）  休憩前に引き続いて会議を開きます。 

  日程第１２、議案第５４号 平成２９年度智頭町簡易水道事業特別会計補正予

算（第１号）の補足説明を求めます。 

  藤森水道課長。 

○水道課長（藤森啓次）  失礼します。それでは、補正予算書４５ページでござ

います。 

  議案第５４号 平成２９年度智頭町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

であります。 

  歳入歳出の総額をそれぞれ２１２万６,０００円を増額いたしまして、歳入歳

出それぞれの総額を１,１９８万５,０００円としております。 

  それでは、歳出の説明をさせていただきます。５１ページをごらんください。 

  歳出におきましては、工事請負費として鳥取県発注の国道３７３号線の橋のか

けかえ工事に伴う、支障水道管の移転工事費を計上しております。 

  この財源につきましては、今度は５０ページでございますけども、歳入で先ほ

どの工事に係ります費用分を使用料並びに工事負担金を計上しております。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第１３、議案第５５号 平成２９年度智頭町公共下水道事業特別会計補正
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予算（第１号）の補足説明を求めます。 

  江口税務住民課長。 

○税務住民課長（江口礼子）  失礼します。補正予算書５２ページをごらんくだ

さい。 

  議案第５５号 平成２９年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）です。 

  歳入歳出予算の総額にそれぞれ４８万５,０００円を追加しまして、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ２億８,５５９万３,０００円とします。 

  歳出につきましては、５８ページをごらんください。 

  人事異動によります調整と、智頭浄化センターの消防施設点検委託に係ります

経費を追加措置しております。 

  財源につきましては、繰入金で賄っております。 

  以上でございます。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第１４、議案第５６号 平成２９年度智頭町農業集落排水事業特別会計補

正予算（第１号）の補足説明を求めます。 

  江口税務住民課長。 

○税務住民課長（江口礼子）  それでは、補正予算書６０ページをごらんくださ

い。 

  議案第５６号 平成２９年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１

号）。 

  歳入歳出予算の総額にそれぞれ９４万８,０００円を追加しまして、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ３億４,７８５万５,０００円といたします。 

  歳出につきましては、６６ページをごらんください。 

  人事異動によります調整と、南因浄化センターの消防施設点検委託に係る経費

を追加措置しております。 

  財源につきましては、繰入金で賄っております。 
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  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第１５、議案第５７号 平成２９年度智頭町介護保険事業特別会計補正予

算（第１号）の補足説明を求めます。 

  小谷福祉課長。 

○福祉課長（小谷いず美）  補正予算書６８ページをごらんください。 

  議案第５７号 平成２９年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

です。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５５５万１,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ９億９,２２０万６,０００円とします。 

  歳出につきましては７４ページをごらんください。 

  人事異動に伴う人件費の調整を行っております。 

  歳入につきましては７３ページをごらんください。 

  繰入金により調整を行っております。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第１６、議案第５８号 平成２９年度智頭町水道事業会計補正予算（第１

号）の補足説明を求めます。 

  藤森水道課長。 

○水道課長（藤森啓次）  失礼いたします。予算書１ページをごらんください。 

  議案第５８号 平成２９年度智頭町水道事業会計補正予算（第１号）でありま

す。 

  収益的支出の予定額を３１４万１,０００円増額いたしまして、８,２３５万３,
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０００円にしております。 

  それでは、支出の説明をさせていただきます。３ページをごらんください。 

  共済組合掛け率の変更に伴う法定福利費の増額、並びに水道法改正に伴う水道

施設台帳の義務化に対処するための資産調査評価業務委託費用、並びに有収率向

上のための漏水調査委託費用を計上しております。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第１７、議案第５９号 早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の一

部改正についての補足説明を求めます。 

  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  そうしましたら、議案書の３６ページをごらんくださ

い。 

  議案第５９号 早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の一部改正につい

てでございます。 

  ３７ページに記載しておりますとおり、鳥取県町村職員退職手当組合が鳥取県

町村総合事務組合に名称変更となりまして、組合の関係条例名が改正されたこと

に伴いまして、あわせましての条文の整備を行うものでございます。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第１８、議案第６０号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の

処遇等に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。 

  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  ３８ページでございます。 
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  議案第６０号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関す

る条例の一部改正についてでございますが、これにつきましては先ほどの議案第

５９号と同様に、鳥取県町村職員退職手当組合が鳥取県町村総合事務組合に名称

変更となったことに伴いましての、条文の整備を行うものでございます。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第１９、議案第６１号 智頭町消防団条例の一部改正についての補足説明

を求めます。 

  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  失礼します。 

  議案第６１号、４０ページでございます。智頭町消防団条例の一部改正につい

てでございますが、これも鳥取県市町村消防災害補償組合が解散しまして、その

事務を鳥取県町村総合事務組合が継承を行いました。その関係で組合の関係する

条例が整備されたことに伴いまして、本町の条例も整備を行うものでございます。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  暫時休憩します。 

休 憩 午後 １時０９分 

再 開 午後 １時１０分 

（江口税務住民課長 退席） 

○議長（酒本敏興）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第２０、議案第６２号 智頭町固定資産評価員の選任についての補足説明

を求めます。 
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  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  ４２ページでございます。 

  議案第６２号 智頭町固定資産評価員の選任につきましてでございますが、本

年４月１日の人事異動に伴い、後任の税務住民課長、江口礼子を評価委員に選任

することにつきまして、地方税法の規定により同意を求めるものでございます。 

  同意を求める者、鳥取県八頭郡智頭町大字大屋３０７番地、江口礼子。昭和３

７年５月２５日生まれ。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  暫時休憩します。 

休 憩 午後 １時１１分 

再 開 午後 １時１１分 

（江口税務住民課長 復席） 

○議長（酒本敏興）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第２１、議案第６３号 智頭町固定資産評価審査委員会委員の選任につい

ての補足説明を求めます。 

  江口税務住民課長。 

○税務住民課長（江口礼子）  それでは４３ページをごらんください。 

  議案第６３号 智頭町固定資産評価審査委員会委員の選任について。 

  住所、鳥取県八頭郡智頭町大字穂見１２０番地、坂本芳子。生年月日、昭和２

４年６月１０日であります。 

  固定資産評価委員の任期が平成２９年８月２９日で任期満了となるため、引き

続き同氏を選任したいので本議会の同意を求めるものです。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第２２、議案第６４号 智頭町農業委員会委員の任命についてから、日程

第３５、議案第７７号 智頭町農業委員会委員の任命についてまでの１４議案を

一括して補足説明を求めます。 

  なお、個別議案について質疑があるときは、議案番号をお示しの上、質疑をお

願いいたします。 

  米本農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（米本勝彦）  それでは、議案書４４ページをごらんくだ

さい。 

  議案第６４号から７７号について説明いたします。 

  これは、平成２９年７月２０日から平成３２年７月１９日までの、３年間の任

期の農業委員の任命について同意を求めるものです。 

  農業委員会等に関する法律によりますと、今回の法の改正によりまして、農業

委員の過半数を認定農業者等が占めることとなっておりますが、本町におきまし

ては認定農業者の人数が農業委員の定数の８倍を下回る団体となりますので、議

会の同意を得ることで該当しないこととなります。なお、今回の任命におきまし

て、本町の農業委員会においては過半数を満たしませんので、それにつきまして

もあわせてご了解をお願いします。 

  それでは、議案書につきまして説明いたします。 

  議案第６４号 市瀬１２２４番地、植木克茂氏。昭和１９年１１月１５日生ま

れ。 

  議案第６５号 芦津１５９番地３、小宮山晃次氏。昭和３５年８月２２日生ま

れ。 

  議案第６６号 慶所２５３番地、池本英夫氏。昭和２７年８月１８日生まれ。 

  議案第６７号 智頭９４番地、國岡美保子氏。昭和３９年８月２１日生まれ。 

  議案第６８号 中原１６９番地、葉狩健一氏。昭和２５年８月１６日生まれ。 

  議案第６９号 埴師４７３番地、小林功氏。昭和１５年１２月２４日生まれ。 

  議案第７０号 山根２９８番地、山中眞守氏。昭和１５年６月１日生まれ。 

  議案第７１号 中原３１６番地、中澤一博氏。昭和２５年４月２２日生まれ。 

  議案第７２号 西野６３９番地、春摘要氏。昭和３２年６月２日生まれ。 
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  議案第７３号 宇波４８８番地、寺坂富雄氏。昭和２３年３月１２日生まれ。 

  議案第７４号 新見６５９番地１、藤原康生氏。昭和６１年１月１８日生まれ。 

  議案第７５号 河津原１４７番地、小川啓介氏。昭和２９年２月２０日生まれ。 

  議案第７６号 奥本１５５番地１、竹下るみ子氏。昭和２２年１０月１日生ま

れ。 

  議案第７７号 大屋３０８番地、福安健氏。昭和３０年１１月１６日生まれ。 

  以上、議案第６４号から議案第７７号の１４議案につきましての説明を終わり

ます。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第３６、議案第７８号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更についての補

足説明を求めます。 

  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  議案書５８ページをごらんください。 

  議案第７８号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更について。 

  智頭町過疎地域自立促進計画の一部を変更することについて、過疎地域自立促

進特別措置法第６条の規定により、本議会の議決を求めるものです。 

  ５９ページから６０ページについては、産業の振興の中において観光協会充実

発展事業が掲載されていなかったことからの追加となります。 

  ６１ページから６２ページの交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促

進については、ゆめが丘内和田平３号、４号線の改良を追加しております。さら

に、道路照明新設及び修繕を追加しております。 

  ６３ページから６４ページに関しまして、その他地域の活性化に必要な事項と

して、ゲストハウスの建設事業と地域活性化基金積立金を追加しております。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  ご質疑はありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  ６０ページの観光協会充実発展事業を新規に加えたんで
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すが、観光協会は今法人化されて、人格を持った法人ということで町と独立して

いるというような私はそういう感じをしているんですが、そういったところに町

がこういう事業で加えるということがちょっと。これまでは、町が直接やる事業

なんで、いいのかなという感じがしてるんですが、ここの観光協会という、法人

化されたものを過疎計に載せた背景といいますか、理由的なものはどんなものな

んでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  観光協会充実促進事業においては、過疎計画に掲載漏

れをしていたので、今回追加で掲載するものです。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  私が聞いてるのは、観光協会は一種の独立した組織です

ね、町から離れた、法人化された。そういったものが、過疎計というのは、町が

主体となってやるべき事業だというぐあいに認識しているんですが、そこら辺で

町の外郭団体をこういうものに上げてするという、そこら辺の背景、意図的なも

のがちょっとよく理解できないので、その辺をもう少し詳しく説明していただけ

ませんか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  観光協会の充実発展事業の中身は、観光協会職員の人

件費及びイベントに伴う一部経費の補助となっておりますので、法人化されたと

いってもまだ軌道に乗っていない状況であるものですから、継続して補助金を出

すということで理解していただきたいと思います。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  今の説明では、法人化しているけども自立してない、町

から人件費等を出しているのでという話ですが、これがいずれ自立したら、これ

からも削除されるというような方向になるのか、そこら辺はどうですか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  観光協会の事業としましては、公益性が非常に高いと

いうふうに認識しておりますので、継続できるうちは継続したいというふうに考

えてます。 

○議長（酒本敏興）  そのほかありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 
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○８番（岸本眞一郎）  ６４ページのゲストハウス建設事業を町が新規に加えて

いるんですが、これまでの説明では地区の集会所、公民館を活用してというよう

な、そういう認識だったんですが、ここの建設事業というイメージというのはど

のようなもの。新規に新しく、新築でこういうのを建てるというのを想定してる

ということでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  新規でというわけではなくて、古民家、空き家等を活

用してゲストハウスを整備したいというふうに考えております。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  では表現的には建設事業と書かれているが、実態的には

そういう公民館とか空き家を改修して既存のものを活用して整備するという、そ

ういう理解でよろしいですか。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  空き家と古民家を活用するという認識です。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  だから、そういう既存のものを活用するんで、これが新

規に新築で建てるというようなものではないという、そういう認識でよろしいで

すかという。 

○議長（酒本敏興）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  新築で建てるものではございません。 

○議長（酒本敏興）  そのほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第３７、議案第７９号 物品購入契約の締結についての補足説明を求めま

す。 

  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  そうしましたら、議案書の６５ページをごらんいただ

きたいと思います。 

  議案第７９号 物品購入契約の締結についてでございます。 

  これは、新たに購入する消防ポンプ自動車の購入金額が地方自治法に規定する

額以上であるために、本議会の議決を求める物品でございます。 



－４９－ 

  物品名、消防ポンプ自動車ＣＤ―１型。数量、１台。契約金額、２,４２４万

６,０００円。契約の相手方、鳥取市古海３５６番地１。株式会社吉谷機械製作

所、取締役社長、吉谷典雄。契約の方法、指名競争入札。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  ご質疑はありませんか。 

  １０番、石谷政輝議員。 

○１０番（石谷政輝）  指名競争入札となってるけど、何社くらい。 

○議長（酒本敏興）  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  県内に本支店を置く３社でございます。 

○議長（酒本敏興）  よろしいですか。 

  そのほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第３８、議案第８０号 損害賠償請求事件に係る和解についての補足説明

を求めます。 

  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  それでは、議案６６ページをごらんください。 

  議案第８０号 損害賠償請求事件に係る和解について。 

  これは、平成２７年９月に発生しました中学校運動会での綱引き事故につきま

して、地方自治法の規定により議決を求めるものでございます。 

  和解の相手方、智頭町大字大内５番地１２、植木一都氏。和解の要旨、解決金

７０万円を支払うものでございます。 

  事故の概要です。事故発生日、平成２７年９月５日。事故発生場所、智頭中学

校グラウンド。事故の状況です。中学校運動会ＰＴＡ学年対抗綱引きで、１年生

保護者と３年生保護者の対戦中、綱が切れその反動で何人かが転倒し、該当者が

他の人の下敷きになり、左足首を骨折したものであります。 

  和解の理由、鳥取中央裁判所から和解勧告の通知があり、これに応じようとす

るものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 



－５０－ 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第３９、報告第１号 平成２８年度智頭町一般会計繰越明許費繰越計算書

についての補足説明を求めます。 

  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  別に配付しております繰越計算書のほうをごらんいた

だきたいと思います。 

  報告第１号 平成２８年度智頭町一般会計繰越明許費繰越計算書についてでご

ざいます。 

  これは、３月の定例会においてそれぞれの繰越費目における限度額を議決いた

だきましたが、起債しております地方創生推進事業ほか、全１２事業につきまし

て繰越を行いましたので、その繰越額とそれに伴います財源の内訳が確定しまし

たので、地方自治法に基づきまして報告するものでございます。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第４０、報告第２号 平成２８年度智頭町病院事業会計予算繰越計算書に

ついての補足説明を求めます。 

  寺谷病院事務次長。 

○病院事務次長（寺谷和幸）  失礼します。 

  報告第２号 平成２８年度智頭町病院事業会計予算繰越計算書についてです。 

  地方公営企業法第２６条第３項の規定により、平成２８年度智頭町病院事業会

計予算繰越計算書を次のとおり、本議会に報告するものでございます。 

  はぐっていただいて２ページのところにありますけども、蒸気ボイラーの更新

を２８年度計画しておったわけですけども、このボイラーの設置場所の搬入口が

狭いため、それを拡張する工事が生じたためこれを繰越するものでございます。 

  以上で終わります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 



－５１－ 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第４１、報告第３号 法人の経営状況についての補足説明を求めます。 

  矢部地域整備課長。 

○地域整備課長（矢部久美子）  ６７ページ、報告第３号 法人の経営状況につ

いてでございます。 

  これは、４月２６日に監査を受け、５月９日の理事会で承認を得ました、智頭

町土地開発公社の決算について報告するものでございます。 

  お手元の別冊智頭町土地開発公社財務諸表、１ページの決算報告書をごらんく

ださい。 

  まず、収益的収支につきまして、収入の決算額１２万２,５５９円、内訳は備

考欄に記載しておりますとおり、駐車場用地の貸し付けと預金利息でございます。 

  次に、支出の決算額が２万５,７００円、内訳は法人税２万１,０００円と固定

資産税４,７００円です。 

  不用額の１万５,３００円は先行取得または売却の事業がなかったために、通

信費や消耗品の予算執行が必要なかったことによるものです。 

  続きまして、資本的収支でございます。収入の決算額、１億１,０００万円、

これは借入金ですが、明細を７ページに添付しております。 

  次に、支出の決算額が１億１,０５５万８,８９０円、これは借入利息と償還金

でございます。 

  次に、５ページの財産目録をごらんください。 

  資産総額は１億２,２３３万４,０７４円、負債総額は１億１,０００万円、差

し引き正味財産が１,２３３万４,０７４円で、現預金の管理預入先は６ページの

明細のとおりとなっております。なお、貸借対照表、キャッシュフロー計算書等、

関連する資料を添付しておりますので、そちらもごらんください。 

  以上で報告第３号についての説明を終わります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 



－５２－ 

  日程第４２、報告第４号 法人の経営状況についての補足説明を求めます。 

  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  それでは、議案６８ページ。 

  報告第４号 法人の経営状況についてでございます。 

  お配りしております、平成２８年度一般財団法人因幡街道ふるさと振興財団の

決算報告書をお開きいただきたいと思います。 

  今月６日に評議委員会を開催し、承認を得ました事業報告及び平成２８年度の

決算状況につきまして報告するものでございます。 

  まず資料１ページから５ページまでが、平成２８年度に開催しました事業報告

でございます。 

  １ページにおきましては、（１）の文化美術品展示事業を開催しております。

また、１ページから２ページにおきましては、（２）の文化施設交流事業を展開

しており、その内訳を掲載しております。２ページから３ページにおきましては

（３）の観光振興事業、国際交流事業の内訳を明記しております。（４）の文化

財保護啓発事業は、３ページから４ページにわたって掲載をしております。同じ

く、４ページの（５）の石谷家住宅管理運営事業について５ページにわたって、

その状況を記しております。 

  続きまして、６ページから最終ページまでが、平成２８年度の決算の内容でご

ざいます。 

  お手元の決算報告書の６ページの収支決算書と、７ページの前年度決算の比較

をＡ３版に拡大したものを別途お配りしておりますので、７ページで平成２８年

度の決算に関する報告をさせていただきます。 

  まず、一般正味財産増減の部の「１経常収益」でございますが、４段目の基本

財産受取利息であります。決算額４,１５４円であります。次に、智頭町受託収

入であります。９８２万円、これが指定管理料でございます。次に、入館収入で

ありますが１,００１万３,９９０円、入館者、２万４,５８０人分であります。 

  続きまして、イベント収入といたしまして８０万５,０３０円、これは庭園公

開の収入であります。喫茶、物販収入が５１８万５８６円でございます。そのほ

か、県補助金、町補助金、さらに雑収入等であります。 

  経常収益の合計といたしまして、２,６８８万６,７４１円となります。 

  続きまして、「２経常費用」でございますが、６ページでは事業費と管理費に



－５３－ 

わかれておりますが、７ページでは合算しております。 

  主なものといたしましては、人件費に係ります給料手当から臨時雇用賃金、福

利厚生費までが人件費でございます。また、維持管理に用います光熱費、燃料費、

及び租税公課、食糧費、交際費などについて支出の内訳を記しております。 

  経常費用の合計といたしまして、２,８４１万８,３７８円となります。 

  続きまして、２としております経常外増減の部をごらんいただきたいと思いま

す。 

  平成２８年度におきましては、当期一般正味財産の増減の欄でございますけれ

ども、マイナス１５３万１,６３７円となっております。また、下から５段目、

指定正味財産の増減の部でありますけれども、期中残高、期末残高ともに数字は

動いておりません。これは、積み立てております立ち上げからの支出金でござい

まして、資本金に当たるものでございます。 

  正味財産期末残高といたしましては、３,０３９万４,４５１円となります。こ

れが平成２９年度への繰越する金額となるものであります。 

  以上でございます。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  ご質疑はありませんか。 

  １番、河村仁志議員。 

○１番（河村仁志）  今説明を受けました石谷家住宅運営の件ですけども、資料

の１０ページのほうになりますけども、これでいきますと当期一般正味財産増減

額のところが２８年度が１５３万１,６３７円で、その前が１６５万９,２６６円

ということで、毎年入館者も減ってますし、金額も減っています。これはどのよ

うにお考えでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  平成２８年度の決算につきまして、入館者の減少が続

いております。平成２７年からバス運賃の改定がありまして、主に団体客の減少

が続いております。特に、香川県を除く四国、関西地方がそのバス運賃の距離に

該当するようでありまして、入館者がそこのところで減少しております。 

  また、平成２８年度には１０月に発生しました鳥取県の中部地震、またことし

１月２月の大雪等の影響で入館者が減っております。 

  今後の対策ですが、観光協会と協力をしながら旅行会社などに営業をかけてい
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く予定にしております。また、観光連盟が主催する会にも出向いてＰＲを行って

いきたいと考えております。 

○議長（酒本敏興）  １番、河村仁志議員。 

○１番（河村仁志）  ありがとうございます。細かいことはまた委員会のほうで

聞かせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（酒本敏興）  ほかにありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  今の河村議員の質問と関連して、この２の一般正味財産

の期末残高が今年度は４２９万だということで、資本金は２,６００万あるんで

すが、これは取り崩せないと思うので、ここら辺の本当に収入が減ったときに運

用といいますか、非常に窮屈になるのではないかなという気がするんですが、そ

こら辺の懸念はないんでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  先ほども入館者が減ってきているということで、ご指

摘をいただいております。２８年度もその対策としまして入館者増を図る対策を

してきておりますが、そのほか経費の節減等も実施をしております。給与では賞

与を４月分から３月分にしておりますし、臨時職員１名減として４名から３名と

して運営をしております。そのような対策をしながら、今後も健全な運営ができ

るように対策を考えてまいりたいと思います。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  そういう経営努力をしていながら、なおかつ今年度で１

５３万を経常利益が減ってきたという現状があるので、一番最後の１７ページの

入館者数の推移を見てみますと、２６年度では３万２,５９９あったものが、２

７年度では２万７,０００、そして２８年度で２万４,０００というぐあいに右肩

下がりになっている中で、正味財産として使える、フリーになるお金が現状では

４３０万ばかりだということで、非常にタイトな経営になってくるのではないか

なということで、もうこれからは増資みたいなことはできないんですかね。 

  そこら辺はどうでしょう。 

○議長（酒本敏興）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  現在のところ増資としましては考えてはおりません。 

○議長（酒本敏興）  ほかにありませんか。 



－５５－ 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

 

日程第４３．陳情について 

 

○議長（酒本敏興）  日程第４３、陳情についてを議題とします。 

  今期定例会において、本日までに受理した陳情等はお手元に配付しております

陳情文書表のとおりであり、所管の常任委員会に付託しましたので報告をいたし

ます。 

  お諮りします。 

  各委員会審査等のため、６月１０日から６月１４日までの５日間を休会したい

と思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  異議なしと認めます。 

  よって、６月１０日から６月１４日までの５日間を休会とすることに決定しま

した。 

  ６月９日は本会議を開き、一般質問を行います。 

  また、休会中は各委員会等を開き、付託案件等の審査をお願いいたします。 

  ６月１５日は本会議を開きます。委員会の報告を求め、質疑、討論並びに採決

を行います。 

  以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。 

 

散 会 午後 １時４２分 



－５６－ 

  地方自治法第１２３条第２項の規定により次に署名する。 

 

  平成２９年６月８日 

 

                智頭町議会議長  酒  本  敏  興 

 

                智頭町議会議員  河  村  仁  志 

 

                智頭町議会議員  高  橋  達  也 

 

 


